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一
般
会
計
は
、
映
画
「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
の
上
映
報
償
費
、
自
治
会
館

整
備
事
業
補
助
、
鴛
泊
港
仮
設
駐
車
場
整
備
な
ど
、
1
6
7
5
万
7
千
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
で
追
加
し
た
主
な
事
業
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【一般会計で追加した主な事業】
　市町村備荒資金組合納付金・・・・・・・・・・・１億3500万円
　町除雪業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・・997万3千円
　空港施設管理備品購入・・・・・・・・・・・・・・1420万円
　空港除雪業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・1080万円
【一般会計で追加した主な歳入】
　地方交付税・・・・・・・・・・・・・・・・・1億2052万5千円
　国庫補助金（除雪事業費）・・・・・・・・・・800万円
　利尻空港管理委託金・・・・・・・・・・・・・2500万円
　たばこ消費税・・・・・・・・・・・・・・・・293万5千円

【港湾整備事業特別会計】
　バリアフリー対応旅客施設建設工事・・・・・378万9千円を減額

【一般会計】
　鴛泊港仮設駐車場整備事業・・・・・・・・・564万1千円
　自治会館整備事業補助・・・・・・・・・・・246万9千円
　映画「北のカナリアたち」上映報償など・・・500万円
　漁業後継者・商工業後継者対策など・・・・・104万3千円
【港湾整備事業特別会計】
　鴛泊港仮設ターミナル建設事業・・・・・・・564万6千円を減額

鴛
泊
港
仮
設
駐
車
場
整
備
事
業
な
ど

一
般
会
計
に
1
6
7
5
万
7
千
円
を
追
加

　第2回定例会は、6月22日開催されました。
　１人の議員が一般質問を行い、専決処分の承認を求めること、
補正予算、条例の制定・改正などが提案され、慎重な審議の結果、
いずれも原案どおり承認、可決しました。

Q 

藤
井
議
員　

た
ば
こ
税
増
額

補
正
の
要
因
と
消
費
本
数
の
前
年

対
比
は
。

A 

総
務
課
長　

た
ば
こ
税
の
税

率
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
本
数
の
前
年
対
比
は
、
22

年
度
は
7
5
8
万
6
4
5
5
本
、23

年
度
は
7
0
4
万
4
1
2
1
本
で

54
万
2
3
3
4
本
減
っ
て
い
ま
す
。

Q 

藤
井
議
員　

都
市
計
画
公
園

管
理
費
で
の
燃
料
費
の
増
額
補
正

の
要
因
は
。

A 

産
業
建
設
課
長　

温
泉
プ
ー

ル
の
水
温
を
上
げ
る
た
め
に
増
設

し
た
熱
交
換
機
の
稼
動
に
よ
る
ボ

イ
ラ
ー
燃
料
費
で
す
。

Q 

俵
谷
議
員　

平
成
23
年
度
事

業
で
あ
る
鴛
泊
市
街
地
再
配
置
計

画
策
定
業
務
に
つ
い
て
、
事
業
年

度
が
終
了
し
て
も
成
果
品
が
完
成

し
て
い
な
い
こ
と
は
、
事
業
が
完

了
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
自
治

法
上
事
業
の
繰
越
手
続
き
が
必
要

で
は
な
い
か
。

A 

産
業
建
設
課
長　

本
事
業
は

未
完
成
で
す
が
、
業
者
の
都
合
で

完
成
で
き
な
い
と
い
う
事
で
は
な

く
、
説
明
会
を
開
催
し
て
も
欠
席

者
が
あ
り
、
関
係
者
の
都
合
で
完

成
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

確
約
書
を
徴
収
し
支
出
処
理
を
行

い
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
質
疑

一般会計と一般会計と
港湾整備事業特別会計の補正予算を可決港湾整備事業特別会計の補正予算を可決
一般会計と
港湾整備事業特別会計の補正予算を可決

第2回定例会
●会　　期　6月22日
●出席議員　9名

補
正
予
算

３月30日に町長が専決処分した
平成23年度補正予算の主なもの

補正予算で追加した主な事業



そ　

の　

他

補
正
予
算

財
産
の
取
得
契
約

3

議案審議

が
生
ま
れ
る
が
。

A 

副
町
長　

地
方
公
共
団
体
の

基
金
条
例
の
条
文
設
定
に
は
準
則

（
準
じ
た
規
則
）
が
あ
り
、
自
然

的
に
こ
の
よ
う
な
条
文
に
な
り
ま

す
。
こ
の
基
金
の
公
共
施
設
の
範

囲
で
は
、
限
ら
れ
た
大
き
な
建
物

等
に
な
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

基
金
へ
の
積
立
て
は
、
町
の
財
産

の
売
買
等
に
よ
る
も
の
を
積
立
て
、

あ
る
程
度
の
額
に
な
っ
た
場
合
必

要
が
出
た
場
合
に
資
金
と
し
ま
す

が
、
通
年
上
は
繰
替
運
用
は
し
ま

せ
ん
。
災
害
等
突
発
的
な
事
件
・

事
故
が
起
き
て
、
町
の
財
源
が
足

り
な
い
場
合
に
は
取
崩
し
運
用
を

し
ま
す
。

Q 

藤
井
議
員　

基
金
の
規
模
と

毎
年
ど
の
程
度
予
算
計
上
し
積
立

て
る
の
か
。

A 

副
町
長　

基
金
の
規
模
の
想

定
し
て
い
る
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
決
ま
っ
た
金
額
を
一
般
会
計

か
ら
積
立
て
る
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

▽
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

〔
改
正
内
容
〕

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基

づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者

等
の
出
入
国
の
管
理
に
関
す
る
特

例
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
外
国
人

〔
制
定
内
容
〕

　

利
尻
富
士
町
に
お
け
る
公
共
施

設
の
整
備
と
適
切
な
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
も

の
。Q 

俵
谷
議
員　

設
置
目
的
に
あ

る
公
共
施
設
の
対
象
範
囲
は
。
ま

た
、
繰
替
運
用
は
自
由
に
取
崩
し

を
し
て
運
用
可
能
な
の
か
。

A 
総
務
課
長　

地
方
自
治
法
で

意
味
す
る
公
の
施
設
の
公
共
施
設

と
捉
え
て
い
ま
す
。
繰
替
運
用
に

つ
い
て
は
い
つ
で
も
取
り
崩
し
て

資
金
と
し
て
使
う
こ
と
は
可
能
で

す
。Q 

再
質
疑　

公
の
施
設
と
い
う

広
義
の
も
の
で
な
く
、
将
来
更
新

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
共
財
産
、

老
朽
化
に
よ
り
補
修
す
べ
き
施
設

を
附
則
で
明
示
す
べ
き
で
は
。

A 

総
務
課
長　

施
設
に
よ
っ
て

財
源
手
当
に
補
助
金
・
起
債
を
使

え
る
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
単
費

に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
応
急

措
置
や
維
持
補
修
の
関
係
で
必
要

な
場
合
に
使
え
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
固
定
し
な
い
で
自
治
法
上
の

公
の
施
設
を
引
用
し
た
い
。

Q 

再
々
質
疑　

漠
然
と
し
た
広

義
の
条
例
解
釈
が
で
き
る
と
自
由

に
繰
替
運
用
が
で
き
る
基
金
に
な

り
、
町
財
政
の
補
填
の
た
め
の
基

金
に
積
立
て
る
の
か
と
い
う
疑
問

▽
鴛
泊
・
鬼
脇
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
変
更

〔
変
更
内
容
〕

　

鴛
泊
、
鬼
脇
辺
地
で
の
実
施
し

た
事
業
費
の
変
更
及
び
実
施
す
る

事
業
の
追
加
に
よ
る
変
更
。

▽
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
1
6
7
5
万
7
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
39
億
8
9
7
5
万
7
千
円

と
す
る
。

▽
平
成
24
年
度
港
湾
整
備
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
5
6
4
万
6
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
2
億
1
1
3
5
万
2
千
円
と

す
る
。

▽
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
取
得
に

つ
い
て
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
る

契
約
を
締
結
す
る
。

契
約
金
額　

2
5
5
7
万
8
千
円

登
録
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
、
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
、
手
数
料
条
例
、
公
共

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

〔
改
正
内
容
〕

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に

係
る
、
所
得
割
額
、
均
等
割
額
、

世
帯
別
平
等
割
額
の
改
正
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

の
所
得
割
額
、
均
等
割
額
、
世
帯

別
平
等
割
額
の
改
正
。

　

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
の

所
得
割
額
、
均
等
割
額
の
改
正
。

Q 

俵
谷
議
員　

標
準
家
庭
で
の

引
き
上
げ
額
は
。

A 

福
祉
課
長　

8
・
4
％
の
引

き
上
げ
で
、
1
人
当
た
り
9
8
1

4
円
、
1
世
帯
あ
た
り
1
万
7
3

9
4
円
に
な
り
ま
す
。

Q 

黒
川
議
員　

納
付
率
を
ど
の

程
度
見
込
ん
で
の
改
正
案
か
。

A 

福
祉
課
長　
23
年
度
の
納
付

率
で
積
算
し
、
医
療
給
付
分
94
・

9
％
、
介
護
納
付
金
95
・
9
％
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
94
・
7
％
で

試
算
し
て
い
ま
す
。

　

3
月
30
日
と
31
日
に
専
決
処
分

し
た
次
の
3
件
は
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

▽
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改

正〔
改
正
内
容
〕

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
及
び
震

災
特
例
法
に
基
づ
き
、
町
民
税
並

び
に
固
定
資
産
税
に
係
る
税
負
担

軽
減
措
置
、
負
担
調
整
措
置
、
特

例
措
置
の
追
加
等
の
一
部
改
正
。

▽
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
7
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
1
億
6
6
3
1
万
6
千

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
47
億
9
8
4
0
万

7
千
円
と
す
る
。

▽
平
成
23
年
度
港
湾
整
備
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

〔
補
正
内
容
〕

　

補
正
額
3
7
8
万
9
千
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
3
億
1
9
2
7
万
3
千
円
と

す
る
。

Q
俵
谷
議
員　

ミ
ッ
ク
ス
事
業
の

▽
利
尻
富
士
町
公
共
施
設
整
備
基

金
条
例
の
制
定

専
決
処
分

条
例
改
正

議案審議

質　

疑

質　

疑
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議案審議・行政報告

契
約
の
相
手
方

　

稚
内
市
は
ま
な
す
3
丁
目
3
番

11
号　

吉
川
自
動
車
工
業
株
式
会

社　

代
表
取
締
役　

竹
内　

仁

㈱
利
尻
島
振
興
公
社
の
経
営
状
況

の
報
告

　

利
尻
島
振
興
公
社
の
株
主
総
会

と
取
締
役
会
が
6
月
15
日
に
開
催

さ
れ
23
年
度
決
算
と
事
業
計
画
が

議
決
・
了
承
を
得
ま
し
た
。

　

営
業
収
入
は
9
千
8
4
3
万
8

千
円
、
営
業
費
用
は
1
億
7
9
3

万
2
千
円
で
損
失
額
は
9
4
9
万

4
千
円
と
な
り
、
前
期
繰
越
金
利

益
余
剰
金
2
1
1
万
6
千
円
と
別

途
積
立
金
7
0
0
万
円
を
取
崩
し

て
充
当
し
、
差
し
引
き
37
万
7
3

9
1
円
が
当
期
純
損
失
（
当
期
末

赤
字
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
14
期
は
、
北
海
道
エ
ア
シ
ス

テ
ム
が
通
年
運
航
、
全
日
本
空
輸

が
6
月
か
ら
9
月
ま
で
の
運
航
が

決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
代
理
店

手
数
料
の
増
、
原
価
償
却
費
が
減

額
と
な
る
た
め
当
期
純
利
益
は
50

万
7
千
円
の
黒
字
を
見
込
ん
だ
計

画
に
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

報　
　
　
　

告

る
予
定
で
す
の
で
、
こ
れ
に
沿
っ

て
本
町
も
住
民
割
引
を
充
実
さ
せ

て
、
搭
乗
率
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
航
空
路
線
の
維
持
・
存
続
に
貢

献
で
き
な
い
も
の
か
検
討
し
て
い

る
段
階
で
す
。

◎
温
泉
保
養
施
設
・
北
の
し
ー
ま

入
浴
料
の
割
引
を
実
施

　

6
月
1
日
か
ら
、
1
ヶ
月
に
7

日
以
上
の
入
浴
者
に
対
し
て
「
入

湯
パ
ス
券
」
を
発
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
入
浴
パ
ス
券
は
一

ヶ
月
以
内
の
利
用
者
に
限
り
、
半

月
券
と
一
ヶ
月
券
を
発
行
し
て
い

た
も
の
を
一
ヶ
月
券
を
廃
止
し
、

温
泉
保
養
施
設
や
北
の
し
ー
ま
利

用
者
に
対
し
て
、「
入
湯
パ
ス
券
」

を
購
入
し
た
日
か
ら
一
ヶ
月
以
内

に
7
日
間
ま
た
は
15
日
間
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
1
回
あ
た
り

4
0
0
円
で
入
浴
で
き
る
よ
う
に

し
て
利
便
性
を
図
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
の
決
算
見
込
額

　

一
般
会
計
は
、
2
6
6
9
万
6

千
円
が
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
（
10
会
計
）
合
計
で

は
、
1
千
2
8
1
万
2
千
円
の
黒

字
と
な
り
、
合
計
で
は
3
千
9
5

0
万
8
千
円
を
翌
年
度
に
繰
越
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
北
海
道
知
事
が
来
島

　

高
橋
北
海
道
知
事
が
6
月
16
日

来
島
し
2
年
ぶ
り
の
行
政
視
察
と

な
り
ま
し
た
。

　

防
災
拠
点
施
設
で
あ
る
「
り
ぷ

ら
」、
湾
内
の
水
力
発
電
所
、
オ
タ

ト
マ
リ
沼
を
視
察
し
、
利
礼
3
町

長
と
の
懇
談
会
で
は
、
鴛
泊
市
街

地
道
々
拡
幅
事
業
の
早
期
完
成
、

鴛
泊
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

国
庫
補
助
対
象
外
施
設
（
臨
港
公

園
や
駐
車
場
整
備
）
に
地
域
づ
く

り
政
策
交
付
金
の
配
分
、
離
島
航

空
路
線
の
搭
乗
率
向
上
の
た
め
に

更
な
る
離
島
住
民
割
引
を
実
施
し

た
場
合
は
、
北
海
道
と
し
て
国
の

対
象
外
経
費
に
対
し
て
支
援
で
き

る
施
策
を
講
じ
て
頂
く
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

◎
離
島
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
が
可
決
成
立

　

時
限
立
法
で
あ
る
離
島
振
興
法

は
平
成
24
年
度
で
期
限
切
れ
な
る

こ
と
か
ら
、
地
方
6
団
体
で
強
力

に
改
正
延
長
を
国
に
対
し
て
要
望

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
会
に
上
程
さ
れ
全
会
一
致
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
の
主
な
も
の
は
、
離

島
活
性
化
交
付
金
事
業
、
人
流
、

物
流
コ
ス
ト
の
低
廉
化
策
、
法
案

の
内
容
に
見
合
う
予
算
の
確
保
等

と
な
っ
て
お
り
、
法
律
の
期
限
は

平
成
35
年
3
月
31
日
ま
で
の
10
年

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
法
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
6
年
間
の
み
延
長

さ
れ
た
法
律
で
、
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
か
ら
更
な

る
延
長
を
要
望
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
が
、今
国
会
で
5
年
間
の
延
長

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
鬼
脇
地
区
小
・
中
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
（
教
育
長
）

　

昨
年
度
、
利
尻
小
学
校
・
鬼
脇

中
学
校
・
鬼
脇
保
育
所
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
中
心
と
な
り
「
鬼
脇
地
区
の
学

校
の
あ
り
方
を
考
え
る
会
」
を
発

足
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
保
護
者
の

意
見
交
換
を
行
い
協
議
・
検
討
の

結
果
、
将
来
を
見
据
え
た
鬼
脇
地

区
の
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長

と
安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
の
た

め
に
は
、
小
中
併
置
校
の
建
設
が

望
ま
し
い
と
の
こ
と
で
意
見
が
一

致
し
た
こ
と
か
ら
、
鬼
脇
地
域
活

性
化
推
進
協
議
会
と
の
懇
談
と
鬼

脇
地
域
説
明
会
を
開
催
し
地
域
の

方
々
に
も
理
解
と
了
承
を
得
て
、

鬼
脇
地
区
の
学
校
の
あ
り
方
を
考

え
る
会
、
鬼
脇
地
域
活
性
化
推
進

協
議
会
、
鬼
脇
地
区
自
治
会
長
連

絡
協
議
会
の
連
名
に
よ
る
要
望
書

が
町
長
宛
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
要
望
書

の
内
容
を
十
分
尊
重
し
、
保
護
者
、

地
域
と
協
議
を
重
ね
新
校
舎
建
設

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

◎
利
尻
空
港
の
利
用
状
況

　

3
月
は
利
尻
・
丘
珠
間
の
合
計

が
1
0
7
7
人
で
搭
乗
率
51
・
6

％
。
4
月
は
利
尻
・
丘
珠
間
の
合

計
が
8
0
9
人
で
搭
乗
率
41
・
6

％
。
5
月
は
利
尻
・
丘
珠
間
の
合

計
が
1
0
6
7
人
で
搭
乗
率
47
・

8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
搭
乗
実
績
で
は
、

Ａ
Ｎ
Ａ
は
1
万
8
9
7
8
人
で
搭

乗
率
46
・
3
％
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
は
4
6

9
8
人
で
搭
乗
率
39
・
1
％
と
な

り
全
体
で
は
2
9
1
2
人
の
減
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
の
運
航
に
つ
い
て
は
、

国
に
お
い
て
も
生
活
路
線
と
し
て

離
島
航
空
路
を
維
持
す
る
た
め
、

離
島
住
民
割
引
制
度
を
創
設
さ
れ

行 政 報 告行 政 報 告
　第２回定例会において、町長より「利尻空港の利

用状況について」ほか４件が、教育長より「鬼脇地区

小中学校のあり方について」行政報告がありました。

議案審議・行政報告
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第2回定例会一般質問

議　

員　
本
町
に
伝
わ
る
唯
一

の
郷
土
芸
能
と
し
て
南
浜
獅
子
神

楽
が
あ
り
、
昭
和
43
年
に
本
町
の

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
継
続
し
て
活
動
で
き
る
支

援
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
担
い
手

不
足
に
陥
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

一
時
的
に
は
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
伝
承
の
気
運
が
あ
り
ま
し
た

が
児
童
・
生
徒
の
減
少
で
教
育
現

場
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

は
、
若
獅
子
会
の
幹
部
に
よ
っ
て

以
前
指
導
し
た
若
者
達
に
呼
び
か

け
組
織
の
再
生
を
図
ろ
う
と
努
力

中
で
す
が
活
動
資
金
の
捻
出
に
苦

慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

伝
承
文
化
は
発
祥
の
地
と
の
交

流
を
以
っ
て
資
質
の
向
上
が
図
ら

れ
伝
承
が
継
続
さ
れ
る
も
の
で
す
、

本
町
唯
一
の
伝
承
文
化
の
継
承
に

資
金
面
を
含
め
た
支
援
体
制
の
確

立
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
の

で
、
教
育
長
の
見
解
を
尋
ね
ま
す
。

教
育
長　
南
浜
獅
子
神
楽
は
昭

和
43
年
に
保
存
会
、
昭
和
56
年
に

若
獅
子
会
、
57
年
に
は
少
年
団
が

組
織
さ
れ
利
尻
小
学
校
の
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
保
存

・
伝
承
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減
少

に
よ
る
保
存
会
の
解
散
、
利
尻
小

学
校
の
活
動
も
児
童
の
減
少
に
よ

り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

保
存
会
へ
の
補
助
金
は
減
額
し

な
が
ら
も
交
付
し
て
き
ま
し
た
が
、

繰
越
金
が
あ
る
こ
と
活
動
が
休
止

状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
元
の
若
獅

子
会
で
あ
る
新
た
な
保
存
会
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
伝
承
活
動
を

続
け
、
地
域
伝
統
芸
能
承
継
者
育

成
事
業
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
後

継
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
組
織
を
再
生
し
活

動
を
再
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
、
活
動
資
金
が
不
足
す
る
よ
う

で
あ
れ
ば
補
助
金
の
再
交
付
な
ど

で
き
る
限
り
の
支
援
に
よ
り
文
化

財
の
保
存
・
伝
承
に
努
め
ま
す
。

再
質
問　
郷
土
芸
能
に
関
す
る

伝
承
は
先
人
の
方
々
か
ら
受
け
継

ぎ
地
域
に
根
ざ
し
て
き
た
文
化
を

後
世
ま
で
伝
え
て
い
く
の
が
主
眼

で
す
。
郷
土
芸
能
は
き
ち
ん
と
し

た
枠
組
み
の
支
援
体
制
が
あ
っ
て

こ
そ
組
織
内
で
計
画
を
立
て
行
動

に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
々

の
練
習
、
後
継
者
の
育
成
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
も
活
動

資
金
が
必
要
で
す
の
で
、
毎
年
計

画
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
活
動
が

鈍
く
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

伝
承
芸
能
は
今
日
ま
で
引
き
継

が
れ
て
い
る
重
要
な
文
化
資
源
で

す
か
ら
、
伝
承
文
化
の
継
承
活
動

に
は
、
無
形
文
化
財
の
保
護
と
い

う
目
的
で
、
計
画
的
な
支
援
の
中

で
一
定
の
額
を
毎
年
支
援
し
て
い

か
な
け
れ
ば
伝
承
文
化
活
動
は
熟

成
し
な
い
と
考
え
ま
す
が
。

教
育
長　
保
存
会
も
新
し
い
組

織
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
の

増
員
や
磐
石
な
組
織
体
制
、
後
継

者
の
育
成
を
含
む
保
存
会
の
活
動

に
対
し
て
は
積
極
的
に
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
状
況
や
発
祥
の
地
と
の
交

流
を
含
む
事
業
内
容
に
応
じ
た
補

助
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

南浜獅子神楽の伝承活動支援は
保存会の活動に対しては
　　　　　　　 積極的に支援をしていきたい

俵 谷 芳 光 議員

教育長

文化財保護

第2回定例会一般質問

※
次
の
意
見
書
は
、
第
2
回
定
例

会
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
関

係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

◎
国
の
出
先
機
関
改
革
に
つ
い
て

の
意
見
書 意　

見　

書

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質疑・質
問と答弁の内容を要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になり
たい方は議会事務局にお問い合わせ下さい。

質疑・質問は要約されています
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編　
集　
後　
記

編　
集　
後　
記

31
日　

第
2
回
総
務
民
教
産
建
常
任
委
員
会

2
日　

第
12
回
利
尻
島
一
周
悠
遊
覧
人
Ｇ
前
夜
祭

3
日　

鴛
泊
小
学
校
運
動
会

5
日　

北
海
道
離
島
振
興
町
村
議
会
議
長
会
並
び

　
　
　

に
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
及

　
　
　

び
議
長
・
事
務
局
長
研
修
会
（
札
幌
市
、

　
　
　

議
長
、
事
務
局
）

7
日　

北
海
道
離
島
振
興
町
村
議
会
議
長
会
行
政

　
　
　

調
査
（
宮
城
県
女
川
町
、
南
三
陸
町
、
議

　
　
　

長
、
事
務
局
）

10
日　

鴛
泊
中
学
校
運
動
会
、
鬼
脇
保
育
所
・
利

　
　
　

尻
小
学
校
・
鬼
脇
中
学
校
合
同
運
動
会

14
日　

利
尻
富
士
町
戦
没
者
追
悼
式

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

議

会

日

誌

　

い
よ
い
よ
夏
到
来
、
待
ち
に
待
っ
た
季

節
町
民
み
な
さ
ま
、
ど
う
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　

漁
師
さ
ん
達
は
ウ
ニ
漁
・
昆
布
漁
と
活

発
な
海
の
活
動
期
と
共
に
、
観
光
産
業
に

携
わ
る
方
達
に
は
、
よ
う
や
く
観
光
客
の

来
島
が
つ
づ
き
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
あ
げ
て
の
「
北
の
カ
ナ
リ

ア
た
ち
」
の
撮
影
協
力
に
よ
り
、
ロ
ケ
も

無
事
終
了
。
あ
と
は
す
ば
ら
し
い
作
品
に

な
る
事
を
祈
り
つ
つ
、
11
月
の
公
開
が
待

ち
遠
し
い
思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
九
州
北
部
地

方
で
の
豪
雨
に
よ
る
被
害
報
道
に
は
胸
が

痛
み
ま
す
し
、
毎
週
金
曜
日
に
行
わ
れ
る

原
発
再
稼
働
反
対
を
声
高
に
叫
ぶ
首
相
官

邸
周
辺
で
の
大
規
模
デ
モ
等
様
々
な
出
来

事
が
毎
日
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
知
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
政
治
も
経
済
も
国
民

全
員
が
落
ち
着
い
た
生
活
が
お
く
れ
る
よ

う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
の
ひ
と
と
き
を
元
気
に
お

過
ご
し
下
さ
い
。

　
　
　
　

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

田
村　
　

修

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

米
谷　
　

篤

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

前
田　

芳
久

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

伊
藤　

信
勝

　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

黒
川　

健
一

5
月

6
月

15
日　

㈱
利
尻
島
振
興
公
社
第
13
回
定
時
株
主
総

　
　
　

会

16
日　

高
橋
は
る
み
知
事
来
島　

会
食
懇
談
会

17
日　

鴛
泊
保
育
所
運
動
会

22
日　

第
2
回
定
例
町
議
会

3
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
札
幌
市
、

　
　
　

議
長
外
議
員
、
事
務
局
）

4
日　

映
画
「
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
」
感
謝
の
夕

　
　
　

べ

20
日　

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事

　
　
　

会
・
総
会
（
東
京
都
、
議
長
）

25
日　

第
5
回
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

29
日　

第
40
回
鬼
脇
地
区
北
海
島
ま
つ
り
、
海
上

　
　
　

交
通
安
全
並
び
に
大
漁
祈
願
祭
（
議
長
外

　
　
　

各
議
員
）

7
月

委員会レポート・議会日誌・編集後記

９月　議会改革調査・検討特別委員会
　　　総務民教産建常任委員会
　　　議会運営委員会
　　　第３回定例会

※議会の予定は変更になる場合があります。議会事務局にご確認下さい。
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委員会レポート・議会日誌・編集後記

5月31日
総務民教産建常任委員会

　総務民教産建常任委員会は、5月31日に
開催し、平成23年度に実施した次の事業の
現況調査を行いました。
　野中船揚場整備工事、恵比寿橋改良工事、
郷土資料館改修工事、ペシ岬遊歩道整備工
事、北麓野営場整備工事、鴛泊市街再配置
計画策定業務。

　常任委員会の報告内容は次のとおりです。

○ペシ岬遊歩道整備工事
　遊歩道の敷石の一部分に突起部と段差が
あり、歩行者の安全確保に支障が出るもの
と予想されるため、利用者の安全面への配
慮から、施工方法についての説明板の設置
が必要と考えられる。また、重要な景観ス
ポットであることから、「利用者の声」や
観光関係者からの情報収集が必要と判断し、
継続調査としたい。

○鴛泊市街地再配置計画策定業務
　再配置計画の基本となる地権者の意向調
査を行う個別説明会では、欠席者があり再
配置計画が成果品となっていないが、道々
拡幅事業の進捗やまちづくり計画の関連か
ら早急に計画を策定すべきである。
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